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   During 5 years from 1952 to 1956, 319 organism had been cultured from the male 
urethra of 412 cases with N.G.U., who visited the urological clinic of Kyoto University. 
The ratio of these organisms was as follows  ; Staphylococcus 45.6 %, Diphtheroidbacillus 
17.2 Colibacillus 12.9 %, grampositive Diplococcus 8.8 %, Streptococcus 7.2 %, Pro-
teusbacillus 6.4 %, Micrococcus catarrhalis 1.6 %, Streptobacillus Ducrey-like-organism 
0.3 %, and abacterial was 9.7 %. Mixed infection was found in 66 cases (22.9 %), 48 
cases had two kinds, 17 cases had 3 kinds and one case has 4 kinds of organisms. 
   As to 53 strains of these organisms, sensitivity to 7 antibiotics (Pe, SM, CM, AM, 
TM, TC, EM) was measured in vitro, and it was found that many strains revealed strong 
resistance. Particularly, they have had a powerful resistance to the antibiotics which 
had been used previously. As to 2 strains of Staphylococcus albus and each one strain 
of Staphylococcus aureus, Streptococcus haemolyticus,  Diphthero.idbacillus and Colibacillus, 
both development and decline of resistance to 7  antibiotics were observed in ritro. It 
was shown that they development the most powerful resistance to SM and their came Pe, 
CM, TC, AM, EM, TM in order. 
   The organisms which had the strong resistance from the biginning of the culture 
gained less development of resistance in generally, and the decline of resistance was found 








院す る者が多 くなり,し かも其の治療に使用さ





































































































































































は,葡 萄状球菌が最も多 く45.6%,其の中白色葡 萄状
球 菌が大半を占めている.次 いでヂフテロイド菌17.2
%,大腸菌12.9%,以下グラム陽性双球菌,連鎖状球




実験に使用した菌は,上 記 の尿道より分離 した細
菌の申より白色葡萄 状球 菌23株,黄色葡萄状球菌4
株,溶 血性連鎖状 球菌3株,非 溶血性連鎖状球菌1
株,ヂ フテロイ ド菌6株,大 腸菌6株,グ ラム陽性双








等 抗 生 物 質 を1%葡 萄糖 加 ブイ ヨ ソで稀 釈 して 各 濃 度
を製 作 し,予 め1%葡 萄 糖 加 ブ イ ヨソに て37℃24時
聞培 養 した 試 験 菌 液 の1白 金 耳 を之 に接 種 し,再 び
37℃にて24時間培 養 を行 い 感受 性 を測 定 した.各 抗 生
物 質 の稀 釈 濃 度 は,例 外は あ るが 大 略 次 の如 く した 。
O.01,0.02…0。1,0.2,…1.0,1.1-・5,0,6◆0…10,20…
100,200…u/cc叉は γ/cc
2実 験 成 績
(1)葡萄 状球 菌
白色 葡 萄状 球 菌23株,黄 色 葡 萄 状 球 菌4株 及 び対 照
菌 の黄 色 葡 萄 状球 菌209Pの7抗 生 物 質 に対 す る感 受
性 はTable3,Table4に示 す 如 く であ る.
即 ち 葡 萄状 球 菌 の感 受 性 はPeo.8～500u/cc,SM
1.2～400γ/cc,cM1.o～500γ/cc,AMo.5～30γ/cc,
TMo.5～50γ/cc,Tco.3～50γcc,EMo.05～8γ/cc
とな り,各 抗 生物 質 に対 し て比 較 的に 強 い 抵抗 性 を有










































































































































































































































































































































































溶血性連鎖状球薗3株,非 溶血 性連鎖 状球菌(緑














































(3)ヂ フテ ロイ ド菌





No. Pe SM CM AM TM TC EM
Previσuly
GivenDosage
No,1 9U/CCeoγ/cc 20γ/cc o.7γ/cc 2γ/cc 1.5γ/cc o.8γ/cc
No.2 2.5〃 2〃 3D〃 3.1ノ 4.8〃 1〃 9〃
No.3 20〃 9〃 50〃 1.5ノ 1。5ノ 1.1〃 3.1〃 Pe500×104u,SM,CM
No.4 10〃 4.7〃 8〃 4.1〃 3.4〃 3.7〃 1.7〃 TM～
No.5 9〃 3.3〃 30〃 2.2〃 5.4〃 1.8〃 2.3〃 AM3g

















































































No. Pe 1SM CM AM TM TC EM PreviouslyGivenDosage
No,1 2.1u/cc2,5γ/cc 60γ/cc2.1γ/cc 6γ/cc 3.2γノcc O.2γ/cc
No.2 30ノ 50〃 100〃 1.9〃 5.2〃 1.7〃 0.9〃 Pe2000×104uSMIOg,CM
No.3 10ノ 8〃 50〃 5.8〃 5。1ノ 4.3〃 0.7〃
No.4 6〃 20〃 200〃 2.2〃 3.7ノ 0.8〃 2.5〃 CM～
No.5 40〃 2Q〃 80〃 1.4〃 3.8〃 0.6〃 1.8ノ
即 ちPe2・1～40u/cc,sM2・5～50γ/cc,CM50～(6)変 形 菌
200γ/cc,AM1・4～5・8γ/cc,TM3・7～6γ/cc,Tc変 形 菌2株 の7抗 生 物質 に対 す る感 受 性 はTableg
o.6～43γ/cc,EMo・2～2・5γ/ccであ る,に 示 す 如 くであ る.
Table9.SensitivityofProteusbacillusto7Antibiotics
Strain










即 ちPeso・v30dn/cc,sM20～60γ/cc,cMlo～40(7)カ タル性 球 菌
γ/cc,AMloo～>100γ/cc,TM>100γ/cc,Tc70カ タ ル性 球 菌2株 の7抗 生 物 質 に対 す る 感 受 性 ぱ




























附 軟 性 下 瘤 類 似 菌(所 謂 「佐 世 保 菌 」)
軟 性 下 瘡 類 似 菌(所 謂 「佐 世 保 菌 」)は,1952年 青
木 等 に依 り報 告 され た もの で,当 時 佐 世 保 地 区 に 多 く
発 見 され,非 淋 菌 性 尿道 炎 の一 病 源 菌 として 話 題 を 撤
































Pe以 下7抗 生物質に対する耐性獲得を一括 して表
示すればTable12の如くで,之 を各抗生物質毎に
述べると以下の如 くである.
TabI嘘壇.D囎v匹,監 〔R酋 竃 ヒ7Anヒ 邑』陀lco
SM CM AM TM TC EM
Organism厩 意臨瓢濫撫q灘 ・離1鷺1蜘鵠 。㍑ 躍鷺,:1撫綿 ,謙1暗131儲譜 。躍 。～レノε1R嘆瓢o.02D巳volo}日離 且暗1ε1蝋ioo`D8りo邑OP
Staphylo.alb.No.2500叫500 1.0 25→130 5.2 100一レ130 1.3 2,3→3.2 1.4 2,O→3.8 1.9 3→4.7 1.6 2,5→2.7 1.1
〃No.9 3→25 8.3 9→280 31.1 2.5→45 48
、
0.5→3.1 6.2 1一 う2.7 2.7 O.8→3.0 3.8 0.1→0.3 3
Staphylo.舳℃,No.3 8-。60 7.5 10→170 17.0 20→80 4.0 1,3→2.2 1.ア 1→2.4 2.4 2.1→4.5 2.1 0,1→0.4 4
Strepto.haemoly.No.12→7 3.5 8→50 6.3 30→60 2.0 2→2.7 1.4 2.5→3。3 1.3 1→1.9 1.9 0.5→0。9 1.8
Djp臨theroid.No.2 2.5→65 26.O 2→40 20.0 30→90 3.O 3.1→6.0 1.9 4.8一し7.1 1.5 1噂3.7 3.7 9,0→10.11.1
・Coli、No.2 一 一 100→700 7.0 70→180 2.6 5→5.3 1.1 5,2→5.2 1.O 5.3→5.6 1.1 一 一
(1)Penicilln
初めか ら500u/ccと云 う弱い感受性 を示 した白
色 葡萄状球菌Nα2は 耐性を獲得しなかつたが,其 の
他の菌(大 腸菌No.1は除 く)は原株の3.5～26倍,





平 均14.4倍で,白色葡萄状球菌No.9が 最高であ り





均5.2倍とな り,白 色葡萄状球菌No.9が 最高であ
つた,之 を曲線に画くとFig・3の如 くである.
(4)Chlortetracycline
AMに 対 す る6菌 株 の10代後 の 耐 性 度 は1 .1～6.2
倍 ・平 均2・3倍で ・ 自色 葡 萄状 球 菌No・9が 最 高 で あ
つ た.之 を 曲線 に画 くとFig・4の 如 くで あ る .




























TMに 対 す る6菌 株 の10代後 の 耐 性 度 は1.3～2.7
倍,平 均1.8倍であ つ た.白 色葡 萄状 球 菌No.9が 最
高 で,大 腸 菌No.1は 全 く耐 性 を獲 得 し な か つ た.




































rrcに対 す る6菌 株 の10代後 の 耐 性度 は1.1～3.8
倍,平 均2.4倍で,白 色 曹 萄状 球 菌No.9が 最 高 であ















大 腸 菌No.1を 除 く5菌 株 のEMに 対 す る10代
後 の 耐 性度 は1.1～4倍,平 均2.2倍で,黄 色 葡 萄状 球
菌No.3が 最 高 であ つ た.之 を 曲線 に 画 く とFig.7

































































































下瘡類似菌の1例 は,昭 和29年に発見 した者で












葡萄状球菌 に とる と,Blisseta1(1949),
Waksmaneta1(1950),Kagancta1(1951),
Lawrenceeta1(1953),Finlandetal(1954)






EMO.05～8γ/ccの如 くであ る.白 色葡萄状球
菌No.3,No.10,No.11,No.19,グラム陽
性双球菌No.3等 は,各 抗生物質 に一様 に高
度の耐性 を示 し,白 色葡萄状球菌No.20,No.
21,黄色葡萄状球 菌No.3ヂ フテ ロイ ド菌No.
3大 腸菌No.3等 はあ る抗 生物質 に対 しては
高度 の耐性を有 しているが,他 の抗 生物質 には
比較的感 受性を示 している.Invitroに於 け
る成績が其 の儘invivOの 成績では無 いか ら
この様な高度 の耐性 が自然 耐性で あるか獲得耐




球菌,連 鎖状 球菌,大 腸菌等 の菌 に於 て,逐 年
的に種 汝の抗 生物質 に対 し耐性菌 が増加 してい
る事 を報告 して居 り,又 非淋菌性 尿道炎が比較
的治癒 し難 く慢性化す る事 が多 く,そ の為治療
に多 くの抗生 物質を使用 し,し かも治癒 に至 ら
ぬ者が多 い事 を第W篇 に述ぺた が,こ の事実 よ
り考 える と本疾患 は他 の細菌感染症 と異 り,患
者か ら患者へ と速 かに感染 して行 く過程 に於 て
抗 生物質 の洗礼 を屡 汝蒙 る故 に獲得 した耐性 で
あつて,本 疾患 に特異 的な ものではないか と老
え る.一 方 白色葡萄状球菌No.2,No.4,No.
5,No.10等の様 に,治 療 として以前 に使 用 さ
れた抗生物質 に対 しては他 の抗 生物質 に比 して
明 らか に強い耐性 を示 してい るもの も見受 け ら
れ る事は,此 の事実 を裏書 きす るか の如 くであ
る.全 般的に云 えば,あ る抗生 物質 に耐性 を有
す る菌株 は他 の抗生物質 に も耐性を示す場合 が
多 く,逆 に或 る抗生 物質に感受性 を有 す る菌株






して最も強 く耐性を獲得するのはSMに 対 し
てであり,平均14.4倍となり次いでPe9.3倍
CM5.2倍,以下は2.4～1.8倍と大差がなかつ
た.白 色葡萄状球菌No、2のPeに 対 して,
大腸菌No.1のTetracycline系抗生物質に





かつた.殊 にSMで はどの菌株 も耐性 復帰を
















4)白色葡 萄状球 菌23株,黄色葡 萄状球菌4
株,溶 血性連鎖状球菌3株,非 溶血性連鎖状球











萄状球菌,溶 血性連鎖 状球菌,ヂ フテロイ ド
菌,大 腸菌の各1株 を選び,Pe以 下7抗 生物
質 に対する耐性獲得を調べた.一 般的には各菌
ともSMに 対して最も強 く耐性 を獲得 し,次
いでPe,CM,その他 の順 となる.叉初めから
強い抵抗性を 有した 菌は耐 性獲得が一 般に少
ル・.
7)この耐性を獲得 した菌の耐性復帰は,10代
後 に於て約1/3の菌株に認められ るが其の程度
は僅かである.
8)抗療性の非淋菌性尿道炎の多くは,か かる
強い抵抗性を有する細菌感染 によるもので無い
か と考える.
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